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１１１１    目的目的目的目的    

本学の教育の状況について，デマンド・サイドの意見を把握することにより，教育の質の維持・

向上及び教育研究体制の一層の充実を図るとともに，自己点検・評価に適切な形で反映させるこ
とを目的として，アンケート調査を実施する。 

２２２２    方法方法方法方法    

（１） 対象者 

教育長・学校長（徳島県内の教育委員会教育長，徳島県内の公立の幼・小・中・高・特別支
援学校長）：316人（回収率59.0％） 

 
（２） 実施時期 

 教育長・学校長へのアンケート：平成 21 年 7 月に，各対象者にアンケートを郵送した。 

（３）教育長・学校長へのアンケートの内容 

① 鳴門教育大学の学部を卒業した教員の全体的な印象について，表１に示すように10項目を設

定し，5件法（5段階評価）で回答を求めた。 
② 同じく，本大学院を修了した教員（ほとんどが２年間派遣の現職教員）の全体的な印象につ
いて尋ねた。 

③ 今後，本学でどのような能力を伸ばすとよいかについて，責任感，コミュニケーション能力，
専門領域における知識など15項目を設定し，3件法で尋ねた。 

④ 本学の教育について，自由記述で尋ねた。 

 

 

表１ 質問項目 

１ 使命感・・・・・・・「教育者としての使命感や自覚がある。」 

２ 愛情・・・・・・・・「生徒（幼児・児童を含む。）に対する教育的愛情がある。」 

３ 教養・・・・・・・・「広く豊かな教養がある。」 

４ 教科指導力・・・・・「教科指導（授業）において実践的力量がある。」 

５ 生徒指導能力・・・・「生徒指導において実践的力量がある。」 

６ 学級経営力・・・・・「学校経営において実践的力量がある。」 

７ 保護者の信頼・・・・「保護者から教師として信頼されている」 

８ 協調性・・・・・・・「教職員組織の一員として，他の教職員との協調性がある。」 

９ 指導力・・・・・・・「教職員組織において，指導力（リーダーシップ）がある。」 

10 総合的評価・・・・・「総合的に評価して，教員として満足できる。」 
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３３３３ 教育長教育長教育長教育長・・・・学校長学校長学校長学校長へのへのへのへのアンケートアンケートアンケートアンケートのののの結果結果結果結果とととと考察考察考察考察

平成 年 月に，今回のアンケートと同じように本学を卒業・修了した教員に対する19 7

印象を徳島県内の教育長・学校長に尋ねている。項目ごとに、今回と前回の平均値を比

較（ 検定）したが、有意な差は見られなかった。本学を卒業・修了した教員に対する印t

象について、特段変化はないと考えられる （表２）。

（１）鳴門教育大学の学部を卒業した教員の全体的な印象

「 総合的に評価して，教員として満足できる 」は と高く、すべての項目に10 3.95。

おいて肯定的評価を得ている １教育者としての使命感や自覚がある ２生徒 幼。「 。」「 （

児・児童を含む ）に対する教育的愛情がある 」が４点を超えており，特に高い値。 。

である 「８教職員組織の一員として，他の教職員との協調性がある 」 「４教。 。 、3.92
科指導（授業）において実践的力量がある 」 「７保護者から教師として信頼さ。 、3.87
れている 」 と続く。一方 「５生徒指導において実践的力量がある 」 「９。 、 。 、3.78 3.50
教職員組織において，指導力（リーダーシップ）がある 」 と相対的に低い値で。 3.39
ある。

（２）鳴門教育大学の大学院を修了した教員の全体的な印象

「 総合的に評価して，教員として満足できる 」は と高く、すべての項目に10 3.77。

おいて肯定的評価を得ている 「１教育者としての使命感や自覚がある 」が と。 。 4.02
。「 （ 。） 。」 、特に高い値である ２生徒 幼児・児童を含む に対する教育的愛情がある 3.91

3.85「 （ ） 。」 、４教科指導 授業 において実践的力量がある 3.90「 。」３広く豊かな教養がある

と続く。一方 「９教職員組織において，指導力（リーダーシップ）がある 」 、、 。 3.64
「５生徒指導において実践的力量がある 」 と相対的に低い値であるが、卒業生。 3.58
への印象と比較すると高い値である。

表２ 教育長・公立学校長の本学を卒業・修了した教員に対する印象の平均値

卒業生への印象 大学院修了生への印象

年 年 年 年21 19 21 19

（ 人 （ 人） （ 人 （ 人）282 298 267 286） ）

4.12 4.14 4.02 4.00１ 使命感

4.11 4.11 3.91 3.93２ 愛情

3.62 3.62 3.85 3.85３ 教養

3.87 3.87 3.90 3.93４ 教科指導力

3.50 3.58 3.58 3.65５ 生徒指導力

3.65 3.63 3.69 3.69６ 学級経営力

3.78 3.81 3.76 3.78７ 保護者の信頼

3.92 3.98 3.78 3.80８ 協調性

3.39 3.39 3.64 3.66９ リーダーシップ

3.95 3.98 3.77 3.7810 総合的評価

・５段階評価（１≦ｘ≦５）

-2-



（３）今後の教員の在り方を見据え，鳴門教育大学で伸ばして欲しい能力

図１に示すように，教育長・学校長は 「生徒指導能力 「学級経営能力 「コミュ， 」 」

ニケーション能力・折衝能力 「リーダーシップ・実行力」などの資質を伸ばすこと」

を期待しており、これは 。人間関係における平成 年の前回の調査と同じ結果である19

教師力が課題と言える。

図１ 鳴門教育大学で伸ばして欲しい能力
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